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祖
父
賢
宗
和
尚
を
偲
ん
で 

 

勤
労
感
謝
の
日
と
次
の
日
曜
日
に
実
家
宗
清
寺
（
旧
富
士

川
町
）
で
住
職
交
代
の
儀
式
が
あ
り
ま
し
た
。
小
生
は
祖
父

宗
清
寺
第
二
十
六
世
大
亮
賢
宗
大
和
尚
の
五
十
回
忌
（
阿
円

忌
）
の
導
師
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
の
日
は
、

晋
山
結
制
と
い
う
新
住
職
の
披
露
の
儀
式
が
厳
か
に
修
行
さ

れ
ま
し
た
。
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
稚
児
さ
ん
行
列

も
行
な
わ
れ
賑
や
か
に
大
円
成
で
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
本
題
の
賢
宗
和
尚
で
す
が
、
愛
知
県
の
出
身
で
、
兄

弟
が
多
い
農
家
に
育
ち
ま
し
た
。
愛
知
県
は
仏
教
国
で
「
一
子

出
家
す
れ
ば
、
九
族
天
に
生
ず
」
と
言
わ
れ
る
土
地
柄
で
、
僧

侶
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が
篤
い
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
ワ
ン
パ
ク
な
子
で
、
法
事

の
時
に
出
さ
れ
る
ご
馳
走
を
み
て
、
お
坊
さ
ん
に
な
れ
ば
い
つ

も
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
と
思
っ
た
の
が
動
機
だ
っ

た
と
聞
き
ま
す
。
学
校
は
嫌
い
で
小
学
校
四
年
生
の
十
才
で
入

門
し
、
そ
の
ま
ま
島
田
の
天
徳
寺
で
二
十
一
才
ま
で
修
行
し
、

二
十
四
歳
で
宗
清
寺
の
住
職
に
就
任
し
ま
し
た
。
妻
の
た
ま
さ

ん
は
病
弱
の
為
四
十
五
才
で
他
界
し
ま
し
た
。
十
年
間
は
介
護

状
態
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
中
、
自
ら
娘
四
人
の
髪
を
結

い
、
育
て
あ
げ
る
こ
と
は
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。 

 
 

 

長
女
は
私
の
母
て
つ
、
二
女
は
鈴
子
お
ば
さ
ん
、
三
女
は
康

子
お
ば
さ
ん
、
四
女
は
芳
子
お
ば
さ
ん
。
二
女
と
三
女
は
看
護

婦
さ
ん
に
な
り
、
二
女
は
清
水
の
専
念
寺
さ
ん
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。

三
女
は
一
生
独
身
を
通
し
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
賞
を
も
ら
い
ま

し
た
。
四
女
は
小
学
校
の
先
生
に
な
り
ま
し
た
。 

住
職
に
な
っ
て
か
ら
、
寺
を
全
面
建
て
替
え
新
築
し
ま
し
た

が
、
七
年
目
に
台
風
で
裏
山
が
崩
れ
全
壊
し
ま
し
た
。
復
旧
に

は
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

亡
く
な
っ
た
の
は
九
十
三
才
で
し
た
。
私
の
妹
正
子
が
興
津

の
龍
津
寺
に
嫁
ぐ
結
婚
式
の
昭
和
四
十
五
年
十
月
十
日
、
う
だ

る
よ
う
な
暑
い
日
で
し
た
。
無
事
式
も
終
わ
り
、
写
真
撮
影
を

す
る
折
り
、
な
か
な
か
来
な
い
写
真
屋
さ
ん
を
外
で
待
っ
て
い

る
そ
の
時
、
立
っ
て
い
た
祖
父
が
フ
ラ
ッ
と
倒
れ
掛
か
り
そ
の

ま
ま
横
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
妹
は
ま
だ
息
を
し
て
い
た

祖
父
を
気
づ
か
い
な
が
ら
ハ
ネ
ム
ー
ン
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
そ

の
後
、
同
席
し
て
い
た
お
医
者
さ
ん
に
「
大
往
生
で
す
」
と
宣

告
さ
れ
、
あ
き
ら
め
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

小
さ
い
こ
ろ
の
私
は
年
が
近
か
っ
た
妹
と
は
よ
く
ケ
ン
カ

を
し
た
よ
う
で
、
良
く
て
も
悪
く
て
も
必
ず
私
が
怒
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
、
海
外
に
一
般

の
人
も
旅
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
四
十
年
の
頃
、
学
生

だ
っ
た
私
に
台
湾
旅
行
代
を
ポ
ン
と
七
万
円
出
し
て
く
れ
た

こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
お
爺
さ
ん
の
思
い
出
で
す
。
七

十
才
で
も
木
登
り
し
、
勇
ま
し
い
姿
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
五

十
回
忌
の
報
恩
供
養
の
導
師
を
、
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
有
難
い
こ
と
で
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

       

 

         
 
 
 
 
 
 

    

 [文書の重要

な部分を引用

して読者の注

意を引いた

り、このスペ

ースを使って

注目ポイント

を強調したり

しましょう。

 

年末年始号 

 

 

宗清寺にて 11月 23・24日              住職を退いた兄夫婦  
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【
檀
信
徒
行
事
】 

十
二
月 

○
加
藤
・
久
川
・
小
笠
原
各
家
ご
法
事 

1
日 

○
道
了
講 

 
 

3
日 

○
吉
田
家
ご
法
事 

 
 

7
日 

○
沼
田
家
・
髙
橋
家
ご
法
事 

 

8
日 

○
秋
山
家
ご
法
事 

 
 

9
日 

○
加
藤
家
ご
法
事 

 
 

10
日 

○
鍋
島
家
ご
法
事 

 
 

14
日 

○
大
川
家
ご
法
事 

 
 

15
日 

○
地
蔵
講
・
や
す
ら
ぎ
大
学 

 

17
日 

○
岩
﨑
家
ご
法
事 

 
 

21
日 

○
餅
つ
き
・
大
掃
除 

 
22
日 

○
大
晦
日
・
除
夜
の
鐘 

 

31
日 

一
月 

 

○
元
旦
初
祈
祷 

 
 

1
日 

○
年
頭
挨
拶
回
り 

 
 
 

1
～
3
日 

○
道
了
講
・
は
し
ご
の
り 

 

6
日 

○
渡
邉
家
ご
法
事 

 
 

18
日 

○
曽
根
・
佐
野
・
野
村
各
家
ご
法
事 

19
日 

               

○
地
蔵
講
・
や
す
ら
ぎ
大
学 

 

21
日 

○
加
藤
家
ご
法
事 

 
 

22
日 

○
柳
原
家
ご
法
事 

 
 

25
日

○
大
般
若
節
分
会 

 
 

26
日 

○
渡
邊
家
ご
法
事 

 
 

27
日 

○
永
峰
家
ご
法
事 

 
 

30
日 

二
月 

○
小
梢
家
・
小
沢
家
ご
法
事 

 

2
日 

○
道
了
講 

 
 

4
日 

○
柏
木
家
ご
法
事 

 
 

9
日 

○
鈴
木
家
ご
法
事 

 
 

16
日 

○
地
蔵
講
・
や
す
ら
ぎ
大
学 

 

18
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席(

126
回)

古
今
亭
菊
之
丞 

23
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

第
三
火
曜
日 

13
時
30
分 

             

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
朱
印
帳
完
成 

好
評
で
す 

三
明
寺
御
朱
印
帳
が
で
き
上
り
ま
し
た
。
木
製
不
動
明
王

の
絵
柄
で
す
。
本
尊
酒
か
す
地
蔵
尊
も
近
日
完
成
し
ま
す 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
7
時
15
分 

□
墓
参
を
さ
れ
る
方
へ 

台
風
の
後
多
く
の
供
物
が
飛
散
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
鳥
獣

の
被
害
も
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
飲
食
物
は
お
参
り
の
後
に

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
よ
う
改
め
て
お
願
い
致
し
ま
す 

□
や
す
ら
ぎ
大
学
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！ 

写
経
会
・
ご
詠
歌
講
・
法
話
の
会
（
や
す
ら
ぎ
大
学
） 

□
年
末
年
始
お
参
り
く
だ
さ
い 

 

も
ち
つ
き
、
し
め
な
わ
作
り
、
除
夜
の
鐘
、
と
び
職
の

は
し
ご
の
り
、
ま
め
ま
き 

ご
家
庭
で
さ
れ
な
く
な
っ

た
日
本
の
年
中
行
事
を
お
寺
で
体
験
く
だ
さ
い 

 

【
後
記
】 

 

12
月
8
日
は
成
道
会 

お
釈
迦
様
が
お
悟
り
を
開
か
れ

た
こ
と
を
お
祝
い
す
る
日
で
す
。
曹
洞
宗
で
は
1
日
か

ら
8
日
ま
で
の
期
間
「
摂
心
会
」
と
い
う
集
中
的
な
坐
禅

修
行
が
各
地
の
修
行
道
場
で
行
わ
れ
ま
す
。 

      

令
和
元
年
十
二
月
一
日 

第
七
十
三
号

発

行 

曹
洞
宗 

剛
嶽
山 

三 

明 

禅 

寺 

編

集      

大

嶽

正

泰 

住

所 

沼
津
市
大
岡
字
三
明
寺
四
○
五
一

電

話 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
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Ｕ
Ｒ
Ｌ http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル info@sanmyouji.com
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福井県にて 宗清寺晋山式 

静岡県仏教婦人会沼津大会 11/1 

チベット僧 ニチャン リンポシェさんと 

  

ご朱印が縁でご結婚された鈴木夫妻 三明寺御朱印帳 銘木天竜杉で作りました 
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秋彼岸の大供養会 9/22 

 

写経会山梨研修旅行 11/19東圓寺 

第 125回じぞう寄席 11/17 古今亭寿輔師匠 

保護司山梨研修旅行 10/22 

 

 
 

やすらぎ大学 随時聴講できます 次回 12/17 1/21 2/18 3/17 

 

10月 清玄寺副住職 五味瑠璃師 9月 光明寺住職 松岡広也師 11 月 福聚禅院住職 青野之映老師 

 

印章供養祭 9/29 

 


